
杉岡歯科だより    ２０１５年９月 

 

ひとりごと”  今月は 歯科衛生士 堀井  です 

 

 

 



歯周病が全身の健康に影響するって本当？ 

 
地元の情報誌「ラサンカ」に、私院長が連載しています。 
 
第２弾は… 
 
 

「歯周病が全身の健康に影響するって本当？」 

 

 
 
写真では見にくいので、内容をシェアしますね。 
 

（ここからシェア） 
↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓ 

 

 

皆さんに質問です。 

細菌によって感染する病気で、日本人に一番多い病気は何だと思いますか？ 

コレラ、チフス…、恐ろしい名前が浮かんできませんか？ 

実は、答えは…、 

 



「歯周病」なんです。 

厚労省の調査によると、中年層で８０％以上、２０代でも７０％以上で 

歯周病の兆候が見られます。 

歯周病は、歯茎が腫れて血がでたり、歯がグラグラしてきて、最終的には歯

が抜けてしまいます。 

そして厄介なのは、自覚症状が無い事が多いため、放置する人が多いです。 

歯を失う一番の原因になるのは虫歯ではなく歯周病です。 

でも中には「歯が無くなっても死なないし」と思われた方はいませんか？ 

実は、歯周病はお口の中だけの問題ではなくて、全身の健康に影響し、命を

も脅かす怖い病気なのです。 

歯周病の原因は歯周病菌です。その歯周病菌や炎症物質が全身に侵入してお

こると考えられている病気は、「糖尿病」「心臓病」「肺炎」「腎臓病」「早

産」などで、一つ間違えば命をも脅かします。 

お口は、食べ物の入り口であるとともに、病気の入り口でもあります。 

お口の中を清潔に保つことが、一生健康的な生活を送る秘訣です。 

歯周病を予防するため、そして、大切な命を守るためにも、かかりつけ歯科医

で定期的にケアをしましょう！  

  

 

  

 

 

歓送迎会 

7/25（土）診療終了後、歓送迎会を行いました！場所は串揚げの「えんそう」。 

 

今回は歯科衛生士の松岡さんの送別会、そして、歯科助手の足立さんの歓迎会

です。 

 

松岡さんは、主に昼からのパートで働いてくれ、特に昨年の洪水で、スタッフ

の半数が被災した時、進んで時間外まで勤務して頂き、感謝しています。 

 



足立さんは、夜のパートとして、７月中旬から働いてくれています。何でも積

極的に取り組んでくれるので、頼もしいです。 

 

メインの創作串揚げ。 

  

 

 

 

 

スタッフが頼んだ＜光るカクテル＞。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

気心知れた仲間で、和気あいあいと楽しい宴会でした。 

  

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

 



床矯正フォローアップセミナー 

8/1（土）床矯正フォローアップセミナーを受講するため、博多に行ってきました。 

 

講師はいつもお世話になっている花田真也先生。 

 

５年前から始まったこのセミナー、今回で４０回目です。 

 

ほぼ皆勤賞で通わせていただいてます。 

 

このセミナーは、治療の方法以外に患者様への接し方等

に得るものが多いセミナーです。 

 

セミナーの後は、懇親会。 

 

今回は、ホテルから花火を見ながらの懇親会です。 

 

おじさんたちは、花火に見とれていたのは最初だけ、だん

だん飽きてきて、花火を背に話が盛り上がっていたとさ

（笑） 

 

 

 

 

 

 

 



京都府学校歯科保健研修会 

8/4（水）京都府歯科医師会館で行われた、「京都府学校

歯科保健研修会」で、 

講師をしてきました！ 

 

会場は学校の先生や、歯科医師会の先生方で、超満員

です。 

 

昨年、一昨年とも講師をさせていただいた講演ですが、 

今回も前回と同様、＜噛むことの大切さ＞ 

についてお話しさせていただきました  

 

内容は 

１）よく噛むことで唾液をだそう！唾液の役割 

２）子どものいびきの原因は噛まなくなったこと 

３）スポーツと噛むことの関係 

４）歯の各部位の役割と噛むこと 

５）学校給食について 

６）スポーツドリンクと経口補水液 

 

当日資料としてお渡しした「経口補水液のレシピ」。 

 

大変好評で、教育委員会の HP に載せていただいて、ダウンロードできるようにされ

るみたいです。 

患者様の疑問に答えて 

Q: １歳の女の子です。受け口のように見えるのですが大丈夫でしょうか？ 

A: １歳ならまだ奥歯が生えそろってない時期かと思い

ます。噛みあわせも安定していないため、色々な位置

で噛もうとすることがあるため、今の時期は様子を見

てあげてください。３歳になって受け口が治らないよ

うなら、かかりつけ医でご相談ください。 

 
時  


